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緒　　言

　現代の食生活は，多様化・簡便化・グルメ化志向であ

り，近年の若者の食生活も食べたい時に食べたいものを

食べたいだけカッソよく食べるという食生活であり，24

時間オープンのコンビニの利用も高い4）．外食産業の発

展により食べ物の味や食べ方，食習慣等に変化をもたら

していると思われる．こうした現状の中で，望ましい食

習慣の確立と健康に対する自己管理をうながすため，そ

してこれからの長い成人期を健康で過ごすために，女子

大生の食生活の実態を把握し，今後の指導のための基礎

資料を得る目的で，食物摂取調査と生活時間調査を行い，

著者らが行った過去調査とも比較しながら検討したので

報告する．

調査方法

日間（日曜・祝祭日を除く）を調査日とし，食物摂取調

査は摂取する食物の秤量を原則とし，秤量できない場合

は，目安量で調査した．生活時間調査については，食物

摂取調査日と同時調査とし，生活時間行動記録表を用い

て実施した．

　集計にあたっては，食物摂取記録に基づき，四訂日本

食品標準成分表，市販食品成分表等を用いて，各栄養素

量を算出した．生活時間調査は主な生活行動別に時間集

計し，活動代謝Ea（Kcal／kg／分）を用い，エネルギー

消費量を算出した．これらのデータの1日平均量を算出

し昭和60年度に行った調査データ1）と比較，また住居

別に検討した．データ集計・解析には，統計学パッケー

ジHALBAUを使用し，百分率，　t検定，　x　2検定を用

い行った。

（本文中，昭和60年度調査をAとし，平成6年度調査を

Bと述べる．）

　1）調査対象（表1）

　本学栄養学科栄養学専攻3年生（20～21歳）115名の

調査の中から，十分に回答の得られた102名を分析対象

とした．住居別に分類すると自宅生75名，下宿生27名で

ある．

　2）調査時期および方法・内容

　平成6年10月中の学生らしい普段の生活状態の連続3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表1　調査対象

調査結果および考察

1．対象者の体格状況

　対象者の平均体位は表1に示すとおりで，日本人の栄

養所要量推計基準値の同年齢体位2）（身長151．8cm，体

重51．31kg）と比較すると，身長が1．3cm高いもののほぼ

同程度の体位である．また平成6年国民栄養調査成績20，

（　）内o／o

住居別 身長（cm）

X±SD

体重（k）

X±SD

肥満度

年齢　　人数　　自宅生
20～21　　　　102

下宿生
75　（73．5）　　27（26．5）　　　159．4　±　149　　　　51．7　±5．1

やせ傾向　　正常　　肥満傾向
19　（18．6）　　　76　（74．5）　　　　7　（69）

公衆栄養学研究室

21歳の女子の体位3）と比較すると，身長は本調査対象

者の方が高いが，体重は同程度であった．A調査対象者
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とは，身長（A：15＆8，B：159．4）は本調査対象者の

方が若干高く，体重（A：52．7，B：51．7）は軽かった．

BMI値は，本調査対象20．5で，　A調査は21．9であった．

A調査と比較するため，ブu一力桂変法により標準体重

を算出し，肥満度を求めた．本調査では，やせ傾向18．6

％，正常74．5％，肥満傾向6．9％で，A調査では，やせ

傾向9．6％．正常78．6％，肥満傾向13．0％であり，B

調査対象者にやせ傾向の者が多い．平成6年国民栄養調

査成績3）においても，10年前に比べて女性は細身の人

が多い結果で，本調査においても同様の結果となった．

表2　栄養素別摂取状況
A＝昭和60年度調査

B＝平成6年度調査
住　　　　居　　　別

　　　　　　全
所要量　　　　　A

　　　　n＝100
　　　　X±SD

体

　B
n＝102

X±SD

自宅生 下宿生

栄養素 A
n＝50

X±SD

　B
n＝75

X±SD

A
n；50

X±SD

B

nニ27

X±SD
エネルギー　（kcal）　　2100

蛋白質　　　くg）　　　　60
動物性蛋白員（g）

脂肪　　　　（g）　　47～58
動物性脂肪　（g）

裂レシウム溜　6？；

旨舞菟、織、1鵬

認暫昭　㌧1
ビタミンE　　（mg）　　　　7

食塩相当量　（）　　10以下

i9，ll圭　llli6

548　±175

梶欝6
1認1圭1鷺9

1塁圭2Zl

　　　　　　84　±28
t検定　◎p＜005　．，p＜O．Ol　桝・p＜0001

1鎧圭ll隻2．，

ll　l圭12ig

瓠圭V74．，

1轟；圭1名，2

？gg圭lgg

81圭lb7

93　士34

1鍛圭i：慧6

547　±175

囎圭謬3

1謬圭謡7

α器圭1詫1

89　±　28

1誘圭ll輩1

1；［：圭階

端圭1畠。

1爵：圭1亀、，

？ll圭8：1

71圭ll：

94　±26

1諸圭ll竃3

●　　　　546　　±　178

　　撃1圭1撃8

　　181：圭1魏4

’－ X1圭1ま1

　　　　じ80　±28

1鐙圭lll，’7＿

i69欝、

瓠圭麗4
，搦圭1品，。

lgg圭811

91圭135

92　士50

2．栄養素別摂取状況

　①栄養素別摂取状況については表2に示した．

　後述の生活時間調査より，生活活動強度をみると60％

の者が中等度であったので，日本人の栄養所要量で，生

活活動強度ll（中等度）における同年齢の値を所要量2）

とし，B調査結果と比較してみると，所要量を下回って

いるのは，エネルギー（76％），カルシウム（80％），鉄

（73％）で，不足状態にある．脂肪については，25％比

とすると摂取しすぎず良い状態にある．しかし，ビタミ

ンA，B1，　B，，　Cにおいて調理による損失量を考慮す

ると不足の状態となるため，調理の工夫や食品の利用の

仕方の工夫が望まれる．次に各栄養素の変動係数をみる

と．動物性脂肪，鉄，ビタミンA，C，　Eにおいて変動

率が高く，個人差が大きいことがわかった．

　　　　　　　　　　　　　表3

　住居別にみると，ビタミンB、，E，食塩相当量を除

く栄養素にっいては，下宿生の摂取量が多く，充足率が

高い．t検定の結果，ビタミンAにおいて有意差がみら

れた．（P〈0．05）A調査結果とは逆の結果となった．

　次にAとBの全対象者同士を比較すると，脂肪を除く

他の栄養素にっいて，B調査の摂取量が多く，蛋白質，

カルシウム，鉄，ビタミンB，，食塩相当量においてt

検定の結果有意差がみられた．また，自宅生A－B間に

おいて，脂肪はAの方が，ビタミンB，においてはBの

摂取量が多く，差がみられた．下宿生A－B間では，蛋

白質，カルシウム，鉄，ビタミンA，B1，　B，，　Cにお

いてBの摂取量が多く有意差がみられた．Bの下宿生に

摂取量が多い結果となったことは，近年の24時間営業の

コンビニエンスストアーの店舗数の多さや，ファースト

微量栄養素およびコレステロール・脂肪酸摂取量
（平成6年度調査）

栄養素
全体

n・＝102

X±SD

自宅生
n＝：75

X±SD

下宿生

n＝27

X±SD
コレステロール
マグネシウム

亜鉛
銅

食物繊維
S飽和脂肪酸

（mg）

（mg）

（mg）

（mg）

（9）

（mg）

M不飽和一価脂肪酸（mg）
P不飽和多価脂肪酸（mg）‘

2592　　±　140．4

173．0　　±　98，9

　5．1　±3．4

　0．7　±O．3

　6，4　　±　11．4

12．2　　±　6．1

13．7　　±　5．6

　9．7　±4．6

258．1　±　149．3

175．2　　±　112．3

　5．0　±3．8

　0．7　±0．3

　6．6　　±　13．1

11．8　　±　5．7

13．2　　±　4．5

　9．6　±4．6

261．9　　±　111．9

166．6　　±　43．4

　5．2　±1．3

　0．7　±0．2

　5．9　±3．8
13．4　　±　6．9

14．9　　±　7．6

10．1　±　4．8
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フード店，お弁当やお惣菜店も多くなり，単身者のニー

ズに合っていて，気軽に利用できる4）ことから，自分

で調理しなくても良いことなどから利用度も高いと推測

され，摂取率も高まったのではないかと思われる．また

栄養学を学ぶ学生であるので，ある程度知識を意識して

いるところもあると思われる．しかし，特にカルシウム，

鉄の摂取には今後も摂取量を高める指導を続けていかな

ければならないと思われる．

　次に今回B調査において微量栄養素およびコレステロー

ル・脂肪酸摂取量を算出したが，表3のとおりである．

コレステロールは，259㎎であり，高脂血症体質の人は3

00㎎以下とされるが，適正な摂取であると思われる．マ

グネシウムについては，目標摂取量300㎎であるが，調

査結果は173㎎であった．また亜鉛推奨量15㎎であるが

5．1㎎で，銅推奨量O．　3mgのところ，0．7㎎と多い摂取量

であった．食物繊維は6．4gで低い摂取状態にある．脂

肪酸摂取量については，S：M：P比1：1．5：1からし’

て，不飽和脂肪酸の摂取が不足傾向にある．

3．食品群別摂取状況

　①食品群別摂取状況については表4のとおりである．

ABの調査成績において，全対象者にっいてみてみると

穀類，芋類，大豆，大豆製品，緑黄色野菜，魚介類．獣

鳥肉類において，約10年前の摂取より多い傾向がみられ，

検定の結果有意差がみられた．菓子類，油脂類．果物類

にっいては，A調査成績の摂取が多く差がみられた．

　住居別に今回のB成績のみをみると，自宅生に魚介類

海藻類の摂取が多く，魚介類においては有意差がみられ，

（P〈O．　05）下宿生においては，卵類（P〈O．　05），大豆・

大豆製品，乳類，緑黄色野菜が自宅生より多く摂取して

いた．自宅生に魚介類の摂取が多いのは，A調査におい

ても同様であり，これは，自宅生は世代の違う家族の嗜

好の影響が考えられる．また下宿生においては，調理す

るのがめんどうであったり，保存が効かない等の理由が

考えられる．それに対し，卵類や大豆・大豆製品が下宿

生に多いのは，安価で保存も効き，手を加えなくても食

べられたり，調理が簡単であるため利用が高いのであろ

うと思われる．乳類も下宿生に多いのは，手軽に飲める

たあと思われる．

　次に住居別にABの年次別でみると，自宅生では，穀

類，魚介類において，Bの摂取が多く住居間に差がみら

れ，砂糖類，菓子類，油脂類，淡色野菜はAに多く差が

みられた．下宿生にっいては，穀類，大豆・大豆製品，

魚介類獣鳥肉類にBの摂取が多く有意差がみられた．

　②朝・昼・夕食別に食品群別摂取量を表6でみると，

B調査のみの検討では，朝食で，卵類，乳類，果物類，

菓子類の摂取が多く，昼食においては，穀類，菓子類，

獣鳥肉類，卵類が多い．日本人の食生活の特徴であるよ

うに，やはり夕食に重きがおかれているようで，芋類，

油脂類，大豆・大豆製品，果実類，緑黄色野菜，淡色野

菜，海藻類魚介類，獣鳥肉類の摂取が多く，食品数や

料理数の多いことがうかがわれる．この傾向は，A調査

時と同様である．

　また住居別では，朝食で，下宿生に卵類，油脂類の摂

取が多く有意差がみられ，昼食においては，下宿生に，

大豆・大豆製品，淡色野菜に摂取が多く，夕食では，自

宅生に，魚介類，下宿生に大豆・大豆製品，乳類の摂取

が多く有意差がみられた．

　各食事ごとに年次別に，全体象者でみると，朝食では，

穀類，砂糖類，大豆・大豆製品，果実類，魚介類の摂取

がBに多く，昼食では，菓子類，油脂類，果実類，乳類

表4　食品群別摂取量
A＝昭和60年度調査
B＝平成6年度調査

全対象者 自宅生 下宿生

　A
n＝100
又±SD

　B
n；102
ズ±SD

　A
n＝　50

R±SD

　B
n＝75

X±SD

　A
n＝50
5（±SD

　B
n＝27
ヌ±SD

穀類
芋類
砂糖類
菓子類
油脂類
大豆・大豆製品

果物類
緑黄色野菜
淡色野菜
海藻類
魚介類
獣鳥肉類
卵類
乳類

204．1　±　　36．4

308　±　　25，0

　8．3±　7．7

41．6　±　 43．2

18．8　±　　11．5

30．2　±　 36．6

1132±　 103，8

650　±　 49．0

1311　±　849
　4．B±　8．3

35．5　±　　30．7

54．7　±　　352

39．2　±　　24」

1665　±　　106．9

212il圭ll：l　l：’

　6．6±5．8
20，7　±　34．4

13．8　±　9．2

35．5　±　288

81．3　±　70．5

74．3　±　75．8

112，4　±　496

　4．6±7．4

575±394
604　±　276
35．5　±　21，1

163．8　±　111B

210．5　±　43．0

32．2　±　243

　9．6±75
44，3　±　45．6

19．7　±　 13，0

32．8　±　39．9

1185　±　1148
63．3　±　500

136．2　±　74．4

　3．7±54
45．1　±　356

63．0　±　365

37．3　±　226

147．1　±　101．1

231．6　　±　56．7　　“

438　　±　38．7

　64　±5．0
20．9　　±　34．4

136　±9．7
32．2　　±　23．9

85．5　±724
70．2　　±　80．1

1110　　±　47．2

　5．2　±8．4

62．7　　±　426

59．7　　±　29．1

325　　±　20．6

1570　　±　111．1

197．7　±406
29．4　　：」：　25，9

　7．0　±77
38．8　　±　409

で7B　　±　9．9

275　±332
107．8　　±　92．4

66．6　　±　47．9

125．9　　±　947

　5，9　　±　10．4

25，9　　±　213

47．1　　±　321

412　±256
185B　　±　 110．0

238．9　　±　57．6　　壷・。

47．9　±　60．3

　7．3　±7，4

20．4　　±　34．4

芝4．1　　±　7，5

44．7　　±　37．7　　．

69．6　　±　633

85．7　　±　60．8

ユ16．1　　±　55．4

　32　±3．2

11：1圭llil∵

43．9　±　20．0

182．6　　：と　111，7

t検定　・P＜005　・・P〈0．Ol　…P〈O．OOI
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においてAに多く，穀類，魚介類はBに多く有意差がみ

られた．夕食においては，穀類，魚介類，乳類の摂取が

Bに多く，卵類についてはAに多かった．特徴的である

のは，3食共に，穀類，魚介類についてB調査に摂取率

が高かった．次に自宅生について表7でみると，朝食で，

穀類，大豆・大豆製品，乳類において，B調査の摂取が

多く差がみられ，昼食では乳類はAに摂取が多く有意差

がみられた．下宿生にっいては，表8に示すとおりで，

朝食で，穀類，大豆・大豆製品，魚介類，卵類にっいて，

B調査に摂取が高く有意差がみられ，昼食においては，

穀類，魚介類はBに，菓子類，果実類はAに摂取が多く

差がみられた．夕食については，Bに，穀類，乳類の摂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表5　栄養比率

取が多く差がみられた．以上のことから総体的にみて，

約10年前より穀類魚介類の摂取の増加がみられた．

4．栄養比率

　栄養比率にっいて表5に示す．今回の調査においては，

理想比率と比較すると，蛋白質エネルギー比，脂質エネ

ルギー比，動物性蛋白質比が高く，低いのは穀類エネル

ギー比であった．A調査と比較すると，蛋白質エネルギー

比と穀類エネルギー比はB調査が高く，脂質エネルギー

比においては，A調査が高かった．　B調査の脂質エネル

ギー比が低くなったとはいえ，25％を超えているので今

後も生活習慣病予防の観点から注意が必要である．

A＝昭和60年度調査
B＝平成6年度調査

　　　A　　　　　　　　　　　　　　　　B

理想比率　　n＝100
　　　　　　　X±SD

n＝・102

　X±SD

n　＝＝　75

X±SD
n＝27

X±SD

蛋白質エネルギー比率（P）12～15

脂質エネルギー比率（F）　20～25

糖質エネルギー比率（C）　60～65

穀類エネルギー比率　　　50～60

動物性蛋白質比　　　　　40～45

14．6±　2，2

31．3±　4．6

39．3　±　8．8

50．0　±　9、9

15．9　±　2B　　＊率＊　15．9±　2．9　　　16．0　±　2．5

27．1　±　5．4　　＊＊ホ　26．9　±　5．2　　　27．5　±　6．1

60。3　±　12．3　　　　　60．7　±　12．8　　59つ　±　10．9

46，7±　10．7　電亭宰　46．9　±　9．2　　　46。1　±　14．2

49．5　±　9．7　　　　　　49．3±　99　　　49，7　±　9．2

t検定　＊P＜0．05＊＊P＜O．01＊＊＊P＜0．001

5．欠食状況

　欠食状況を表9でみると，3日間の調査で1回以上欠

食したものは，朝食では9．　8％，昼食で4．9％，夕食で

4．9％であった．A調査と比較すると，かなり欠食者が

減少して良い傾向にある．しかし中には3日間とも朝食

抜きの者が2名おり習慣化されているようである．国民

栄養調査3）の20～24歳の女性と比較しても，今回の対

象者の欠食率は低かった．住居別においては有意差は認

められなかった．食生活リズムの乱れをなくし，今後も

欠食者が減少するよう指導を続けていきたい．

6．共　　食

　朝・昼・夕食において，共に食べる者がいるかどうか

調査したところ，自宅生のみ分析してみると，朝食で家

族と一緒では33．3％，共食者なし62．7％，昼食で家族

と一緒1．3％，友人と94．7％，共食者なし4．0％で，夕

食にっいては，家族と一緒64．0％，友入と16％，共食

者なし20。0％であった．今回の調査で朝食を1人で食

べる孤食者が6割以上もいることがわかり，大河原ら5）

の調査と同様の結果であった．夕食の孤食者の20．0％

の者は，アルバイトやサークル活動，授業等で，また遠

距離通学などで家族との食事時間にずれが生じているの

であると思われる．現代の家族の一人一人が多忙な生活

をおくる中にも，家族そろい食卓を囲み楽しい団らんの

時間をすごすように心がけさせる言葉がけと指導する必

要性を感じた．

7．生活時間・消費エネルギー

　平成6年度調査において，食物摂取調査と同日に，3

日間の生活時間調査を行い，1日当たりの生活時間を各

行動別に集計算出し，活動代謝Ea（kca1／kg／分）を用い

消費エネルギーを算出した．（表10）生活行動の中で睡

眠時間402．1分，学校233．8分，教養娯楽180．8分，移

動195．8分が時間消費が大きい．住居別にみると，特徴

的であるのが，自宅生で移動に，下宿生では家事に対し

多く時間を消費しており検定の結果，住居間に有意差が

みられた．下宿生は．なるべく大学に近い場所を選択し

住んでいると思われる．自宅生は通学等に時間がかかり，
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表6 朝・昼・夕食別食品群別摂取（全対象者） A＝昭和60年度調査
B＝平成6年度調査

朝食 昼食 タ食

　　A

n＝100
Y±SD

　　8

n＝：102

ヌ±SD

　A
n＝100
文圭SD

　　B

n＝102
文±SD

　　A

n＝100
天±SD

　　B

n＝102
ヌ±SD

エネルギー

蛋白質

334　±　　152．4

12．4　±　　6．4

415　±　124．8＊＊＊　　498　±　149，8

16．0　±　5．9　　＊＊＊．　16、9　±　61

493　：ヒ　116．0

18．7　±　7，0

559　±　184．6

23．0　±　8，8

576　±　156，9

25．1　±　9．4

穀類
芋類

砂糖類
菓子類
油脂類
大豆・大豆製品

果物類
緑黄色野菜
淡色野菜
海藻類
魚介類
獣鳥肉類
卵類
乳類

48．0　±　　17．6

　4．9　±　　10．3

2．4±　3．2

3．1±9．7
4．9±　5．0

4．3±9．9
19、6　±　　35．4

15．7　±　 23コ

21，7　±　 33．5

0．8±　2．8

3．7±　9．4

　6．6　±　　10．0

16．6±　16
78．5　±　 71．7

63．7

5．0

4．3

3．5

4．3

11」

　30
19．2

18．5

　1．2

8．7

7．3

15．8

97．7

±　28．0＊＊＊　　　80．9　±　27．4

±　9．8　　　　　　　　7．0　±　12．7

±　3，8　＊＊＊　　　　1．9　±　3．1

±　2．9　　　　　　　　9．5　±　18．6

±　4．3　　　　　　　　5．5　±　5．3

±　14．1　＊＊＊　　　5．5　±　15．7

±　38．1　＊　　　　　25．7　：ヒ　39．8

±　45．2　　　　　　155　±　 19．2

±　21．6　　　　　　31．2　±　25．0

±　2．7　　　　　　　　0．9　±　 1．8

±　14．6＊＊　　　　　9．5　±　12，9

±　9．0　　　　　　　18．8　±　19．8

±　 15．9　　　　　　　11．8　±　 13．2

±　87．7　　　　　　35．9　±　47．7

90．3　±　29．2　＊　　　　66．3　±　21．7

8．5　±　11．1　　　　　　17．9　±　19．6

2．5　±　6．9　　　　　　　　2．6　±　4．0

　2．8　±　11．0　＊＊　　　　3．3　±　16．3

4，2　±　3．2　　＊　　　　　72　±　6．3

　3．6　±　5．5　　　　　　　18．5　±　24．3

14．8　±　37．7　＊　　　　28．2　±　42．6

15．7　±　19．7　　　　　　347　±　30．3

33．5　：ヒ　51．6　　　　　　70，3　±　43．7

　0．9　±　1．4　　　　　　　　3．0　±　74

159　±　12，2　＊＊＊　　22，4　±　23．1

21．9　±　17．7　　　　　　30，3　±　23．7

12．2　±　122　　　　　　　10．9　±　13．6

18．6　±　294　＊＊　　　　14．8　±　26．7

75、7　±　26　　＊＊

23．6　ゴ：　25．6

2．9士69

t9±10
5．6±5．6

20．3　±　24．1

3α3　±　413

37．8　±　34．5

68，7±43
2．5±4，8

33．8　±　34．5＊＊

30B　±　21．4

　6．9　±　9．2　＊

26．9　±　52．3寄

表7 朝・昼・夕食別食品群別摂取（自宅生） A＝昭和60年度調査
B＝平成6年度調査

朝食 昼食 タ食

　A
n；50
ヌ±SD

　　B

n＝75
ヌ±SD

　　A

n＝50
ヌ±SD

　　B

n＝75
ヌ±SD

　　A

n＝50
ヌ±SD

　　B

n＝75
ヌ±SD

エネルギー

蛋白質

342　±　　166．8

12．5　±　 6．7

412　±　125．0＊＊

15．8　±　5．9　　＊・＊

534　±　153．6

18．6　±　6．5

491　±　 1189
18，6　±　 7．6

573　±　185．9

246±9D
573　±　155．3

25．3　±　99

穀類
芋類

砂糖類
菓子類
油脂類
大豆・大豆製品

果物類
緑黄色野菜
淡色野菜
海藻類
魚介類
獣鳥肉類
卵類
乳類

48．7　d：　18．5

4．7±　9．7

2．7±　3．3

3．4±　9．0

4．9±　5B
　5．8　±　　11．1

19．6　±　 36．6

17．3　±　 22．5

27．2　±　　38．6

　1A±　3．1
　4．7　±　　11．2

7．3±　8．8

17．4　±　　16．9

62．3　±　　70，6

63．1

5．0

1，5

0，6

3．7

11．8

31．7

19．3

18．1

　1．4

8，7

7．3

12．7

98．3

→－　28．0　　＊＊＊　　82．2　±　26．2

±　 10．6　　　　　　　6．3　±　 10．8

±　2．7　　＊　　　　　2．4　±　3，6

±　3．4　　＊　　　　　10．1　±　20．7

±　4．8　　　　　　　　6」　：ヒ　6．0

±　14．8　＊　　　　　8」　±　20．7

±　39．5　　　　　　20．5　±　38．3

±　50．8　　　　　　14．7　±　19．7

±　22B　　　　　　 33．7　±　26．3

±　3．0　　　　　　　　　0．9　±　 1．6

±　14．5　　　　　　11．7　±　14．9

±　8．5　　　　　　　24．1　±　22．3

±　14．2　　　　　　　9．4　±　11．3

±　92．7　＊　　　　36．9　±　51．5

879　：重：　292

　8．4　 ±　 10，0

2，7±7．8
　3．7　±　 12．7

43±3．3
2．9±4．4

16B　±　43．0

15，0　±　21．0

　27±17．6
0．8±1．3

16．0　±　12．4

22．7　±　18，6

12．5　±　12．2

17．6　±　29，3　x

67．6　±　22．6

20，9　±　 18．8

3．6±5．0
　3．5　±　16．4

7．3±6．2
18．6　±　2t2

28．8　±　44．1

31．8　±　27．2

73．8　±　44．3

　1．7±3．4
28．9　±　25．0

31、2　±　24B

10．5　±　14，6

16．7　±　24．書

74．6　±　26．6

23．4　±　25．4

24±3，0
0．8±4．1

5．8±6．1

173　±　17．8

33．8　±　43．6

34，5　±　32．0

71．7　±　44．8

2，8±5．4
39．1　±　36．8

29．7　±　22．7

7，2±9，1
21」　±　36．0

表8 朝・昼・夕食別食品群別摂取（下宿生） A＝昭和60年度調査
B＝平成6年度調査

朝食 昼食 タ食

　　A

nニ50
5（±SD

　B
n＝　27

Y±SD

　A
n＝50
又±SD

　B
n＝27
5（±SD

　A
n＝50
又±SD

　B
n＝27
又±SD

エネルギー
蛋白質

325　±　　137．9

12．3　±　 6．1

423　±　123．7＊＊

16．7　±　6．1　　＊．＊、

461　±　145．9

15．1　±　5．6

500　：ヒ　107．4

19，1　：ヒ　5．1　　＊＊

544　±　183．3

21．4　±　8．5

584　：ヒ　161．4

24．7　±　7．9

穀類
革類
砂糖類
菓子類
油脂類
大豆・大豆製品

果物類
緑黄色野菜
淡色野菜
海藻類
魚介類
獣鳥肉類
卵類
乳類

47．5±

5．0±

2．1±

2．8±

4，9±

2．9±

19．9±

14．0±

16．1±

O．6±

2．6±

　5．9±

16．2±

94．6±

15．7

11．0

3．2

10．4

4．3

8．4

34．7

23，8

26．7

2．5

7．1

11．1

1　5．8

69．7

65．5

4．9

2，9

0．0

6．0

9．0

28」

19．0

19，8

0．5

8．7

　7．3

24，4

96．1

±28．1＊
±7．0

±5．7

±0．0

±4．6

±118＊
±33．8

±23．6

±17．9

±0．8

±14．7＊

±10．2

±17．2＊

±57．2

79．8　±　283

7．8　±　14．4

1．4±2，3
　8．8　±　16．4

5．0±4．5

2．9±7，3
30．9　±　40．9

16．3　±　 18．8

28．8　±　23．5

0．9±2．0
　7．3　±　10．2

13，4　±　 15．4

14．2　±　14．6

349　 ±　44．1

96．7　±　29．8＊

8．9　±　13，6

2．0±2．9
　0．3　±　0．9　＊＊＊

3．9±2．9

5．4±7．3
　9．4　±　13．6＊＊＊

17．5　±　 15．6

514　±　93．6

　1．0±1．6
15．9　±　 11．6　＊＊

19．6　±　14．7

11．6　±　12．0

21．5　±　29．2

64．9±
14．9±

1．5±

3．1±

7．1±

18．4±

27．6±

37．6±

66．7±

4．4±

160±
29．3±

11．2±

12．9±

20．7

20．1

2，3

16，4

6．5

27．3

41．5

33．1

43．3

9フ

19．4

22．8

12．6

29．1

78．9±

24．3±

4．2±

4，9±

4．9±

28．7±

20．5±

47．0±

60．4±
　1．8±

19．2±

33．8±

62±
42，9±

24．0＊

26，0

12．4

17B
3．6

34．9

32．0

39．0

36．5

2．4

21．3

16．9

9．6

799＊．

t検定 ＊p〈0．05 ＊＊p〈0．01　　＊＊＊p〈0．001
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関口　紀子・飯島由美子

表93日間の欠食状況 A＝昭和60年度調査
B＝平成6年度調査
（　　）内は％

B

　A
n＝100

　B
20～24歳

全対象者
n＝　102

自宅

n＝75

下宿

n＝27

朝　なし
　　あり
　　1回
　　2回
　　3回

61　（61．0）

39　（39．0）

29（29．0）

5（5．0）

5（5．0）

（69．5）

（60．5）

（11．2）

（7．9）

（11．4）

92　（90．2）

10（9．8）

6（5．9）

2（2．0）

2（2．0）

67　（89．3）

8（10．7）

5（6．7）

1（1．3）

2（2．7）

25（92．6）

2（7．4）

1（3．7）

1（3．7）

0（0．0）

し
り
回
回
回

な
あ
1
2
3

昼 83（83．0）

17　（17．0）

17　（17．0）

0（0．0）

0（0．0）

（93．5）

（6．5）

（4．9）

（1　．4）

（0．2）

97　（95，1）

5（4．9）

5（4．9）

0（0，0）

0（0．0）

72　（96．0）

3（4．0）

3（4．0）

0（0．0）

0（0．0）

25　（92．6）

2（7．4）

2（7．4）

0（0．0）

0（0．0）

タ　なし
　　あり

　　1回
　　2回
　　3回

87　（87．，0）

13（13．0）

9（9．0）

4（4．0）

0（0。0）

（96．3）

（3．7）

（2．8）

（0。8）

（0．0）

97　（95．1）

5（4．9）

5（4．9）

0（0．0）

0（0．0）

70　（93．3）

5（6．7）

5（6．7）

0（α0）

0（0．0）

27　（100．O）

0（0．0）

0（O．O）

0（0．0）

0（0．0）

表10生活時間・消費エネルギー

生活行動

全対象者

n＝102

X±SD

自宅生

n＝75

X±SD

下宿生

n＝27

X±SD

睡眠

食事

身の回りの用事

休養

家事

仕事（アルバイト）

学校

運動

教養娯楽

交際

レジャー活動

移動

その他

消費エネルギー

402．1　±　56．6

66．3　±　14．8

98．5　±　27．6

60．6　：±三　58．0

65．2　±　50．3

53．8　：±：　82．7

233．8　±　66．2

14．6　±　36．0

180．8　±　96．8

60．9　±　59．4

5．9　±　19．4

195．8　±　84．2

4．5　±　23．2

2132．8　±　345．2

398D　±　54．5

65．6　±　13．3

98．5　±　27．6

62」　±　60．2

48．4　±　39，7

55．6　±　81．9

234．7　±　62．7

14．0　±　35，7

178．1　±　97」

64．5　±　63．5

7．6　±　22．2

213．3　±　76．2

4。2　±　22．7

2138．3　±　372．9

413．4　±　60．4

68．3　±　18．2

98．4　±　27．6

56．3　±　51．1

112．2　±　46．5　　　＊　＊

48．7　±　84．8

231．4　±　75．0

16．1　±　368

188，5　±　95．7

50．7　±　44．5

ID±5．3

147．0　±　86．1　　　＊　＊

5．6　±　24．4

2117．5　±　252．2

t検定　＊＊P＜OD1

（68）



女子大生の栄養摂取量と生活時間調査

家事にっいては，家族の者に頼っているものと思われる．

アルバイトの時間については，大河原5）らの報告によ

ると，女子の1時間20分であるのに対し，本学の学生は，

53．8分と少ない時間であった．これは，対象学年が授

業や実験等がこんでいる時間割であり，長時間のアルバ

イトはできない状態にあるからであると思われる．

　次に平均消費エネルギーをみると，2，133kcalで，住

居別にみると，自宅生2，138kcal，下宿生2，118kcalで

あった．住居間に差はみられなかった．

　次に，生活活動指数を算出し，生活活動強度について

みると，「軽い1」範囲に入る者は，16．7％で，「中等

度ll」60．8％，「やや重い皿」21．6％，「重いIV」は1

％であった．

　次に，前述の摂取エネルギーと消費エネルギーの比較

を行うと，摂取エネルギーが不足の状態にある．この傾

向にっいては，広田6）ら，中嶋7）らの報告と同様であっ

た．

　また生活活動強度別に摂取エネルギーとの関連をみる

と，「軽い1」1，536kcal，「中等度H」1，581　kcal，「や

や重い皿」1，656kcal，「重いIV」1，951kcalと，生活活

動強度が重くなるにっれて，摂取エネルギーも増加の傾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
向にあった．

　以上の結果より，近年の学生は主に，睡眠，学校，教

養娯楽，移動に多くの時間を消費しており，特に自宅生

は移動に，下宿生は家事に消費時間が多く，特徴がみら

れた．また6割の学生が中等度Hの生活活動であり，消

費エネルギーは2，133kcalで，摂取エネルギーは1，594

kcalで，消費と摂取のバランスが悪いことがうかがえ

る．近年の若い女性のスリム志向による影響がでている

と思われる．今後学生の将来にわたり，健康的な身体を

維持できるように，これらのバランスチェックの指導と

食生活改善指導が必要で，日頃まめに体を動かすことを

推奨していきたい．

要　　約

　女子大学生を対象に，食生活指導の一資料を得るため

に，食物摂取調査と生活時間調査を行い，年次別等にっ

いて検討を行い，次のような結果を得た．

　1．対象者の体位は，日本人の栄養所要量推計基準値，

また国民栄養調査成績と比較すると，身長は若干高いが，

体重は同程度であった．BMI値は20．5である．ブロー

カ桂変法より肥満度を求め，昭和60年度調査と比較する

と，やせ傾向者が増加していた．

　2．栄養素別摂取量にっいては，所要量を下回ってい

るのは，エネルギー，カルシウム．鉄であった．住居別

には，下宿生に摂取量が高い傾向にあり，V．　Aには有

意差がみられた．

　年次別では，本調査Bの摂取量が多く，蛋白質，カル

シウム．鉄，V．　B，，食塩相当量では有意差がみられた．

自宅生のAB間には際立った差はないが，下宿生におい

ては，蛋白質，カルシウム，鉄，V．　A，　B，，　B、，　Cに，

B調査の摂取が多かった。B調査において，微量栄養素，

コレステロール・脂肪酸を算出したが，マグネシウム

173㎎，亜鉛5。1㎎，銅O．　7mgで，食物繊維は6．　4　g，　S．

M．P．12．2g，13．7g，9．　7　gの成績であった．朝・昼・

夕食の栄養配分は，B調査の朝食の摂取割合が高かった．

住居別でも同様であった．

　3．食品群別摂取状況について，A調査成績より穀類，

芋類，大豆・大豆製品，緑黄色野菜，魚介類，獣鳥肉類

において，B調査の摂取が多い傾向にあり，差がみられ

た．住居別に自宅生は魚介類，下宿生では卵類，乳類の

摂取が多く，A調査と同様であった．各食事例に食品の

摂取状況をみると，夕食に数多くの食品類の摂取が高かっ

た．各食事例，年次別にみると，Bに3食共に穀類，魚

介類，の摂取が多く差がみられ，住居別では特に下宿生

に摂取率が上がっている．

　4．栄養比率にっいて，今回の調査では穀類エネルギー

比のみ低率を示しているが，A調査よりは高くなってい

る．脂質エネルギー比は，Aより低値であるが，まだ25

％を超えている．

　5．欠食状況，A調査より，今回はかなり欠食者が減

少していた．しかし，数名の者が朝食欠食が習慣化して

いるものもいた．

　6．各食事時の共食者の状況にっいて，自宅生の分析

では，朝食で家族と一緒に食べている者は33．3％で，共

食者なしは62．7％で多い．夕食では，家族と一緒が64．

0％で，朝食より増加して6割強の者が家族と団らんの

中で食べていることがわかった．

　7．生活時間については，主に睡眠，学校，教養娯楽，

移動に多くの時間を消費し，自宅生は移動，下宿生は，

家事に消費時間が多い．また6割の学生が中等度の生活

活動である．消費エネルギーと摂取エネルギーのバラン

スが悪く，摂取エネルギーが低い．

　以上の結果より，今後も年次を追って学生の食生活実
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態を調べ，単に栄養の質や量のみにとどまらず，食事を

含めた生活全般にわたっての分析を行い，学生が将来に

わたって自己の食生活管理がしっかりとできるように能

力を身にっけさせる指導を行っていきたい．

　本研究にあたり，集計作業等にご協力いただきました

本学学生菊池ちづ子さん，田中美穂さんに深く感謝申し

上げます．
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